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巻頭言
～大学保健管理―この大切な概念・理念をいかに次世代に伝えるか～

守　屋　達　美

5年ほど前ですが，ある大学の保健管理センター長とお話をしたことがあります。「この大学保健と
いう分野は，しっかり活動するとこれほど大変なものはない」というのが，その会話の結論めいたも
のでした。皆様も「これほど大変なものはない」というところを常日頃お感じになっているのではな
いでしょうか。

保健管理／健康管理センターが行っている大学保健管理は，健康診断やワクチン接種にとどまりま
せん。施設間の差はあるでしょうが，学生・教職員の心理支援，学内の健康管理に関するシステム構
築への関与（コロナ対応，障害者支援など），学生の自死予防対策，大規模災害対策（施設によって
は大学病院と大学との橋渡し的な役割を有します），などの多岐に亘った活動があるでしょう。

これらの活動は，大学保健に直接携わる人だけでできるものではなく，全ての学内の関係者の方々
と共に歩むことが大切です。キャンパス内には，たくさんの学生がいます，たくさんの教職員がいま
す。その人たちに向けて，有機的な大学保健管理を現実にするためには，大学各部署の皆様とともに
行っていかなくてはならないと考えます。そのため，「大学に籍を置く全ての人が行うべき大学保健
管理」という言葉を常日頃から発信するように心がけています。

そして，「継続は力なり」というありきたりの言葉がありますが，多岐にわたるセンターの活動も
継続していくことが大切です。もちろん，継続に加えて発展がなければなりませんが。したがって，
大学保健管理という手を出すと大変な，でも極めて重要な分野の活動・理念をいかに次世代に伝えて
いくか，ということの重要性を痛感し，このスピリットを皆で継続していければありがたいと思って
います。

私事になりますが，私，守屋達美は，2024年度3月末日をもって北里大学を定年退職します。この
Campus Healthの編集委員も2025年3月末をもって退任いたします。今までの約12年間に本当にたく
さんの経験を積ませていただきました。大学病院の診療科にいた人間が大学所属という立場になり，
様々なキャンパスを含む各学部の学生・教職員の皆様に接することができました。病院畑と言う極め
て狭い世界にいただけでは，決してお知り合いにならなかった方々にお会いすることができました。
かなり幅広い活動をさせていただいたと思います。また，たくさんのセンター員とお仕事をさせてい
ただきました。ここで，接することができた全ての皆様に，そして過去・現在含めてセンター員全員
に心から感謝したいと思います。ありがとうございました。

北里大学健康管理センター長



－2－

保健管理協会も人の入れ替わりもあり，本号が皆様の目に触れる頃には，2025年度に向けての様々
な準備が始まっているはずです。新しい人々とともに，協会は新しい活動を始めるでしょう。一方，
保健管理／健康管理センターは大学という組織の中では，微力かもしれません。でも，スタッフの
方々は，大学に籍を置く全ての皆様とともに大学保健という道を継続して歩んでいってください。

米国のある医科大学の門には，「Not 4 years, but 40 years」という言葉が掲げられています。これは，
医師の研鑽というものは医学部の4年間のみではない，その後の40年間をどう過ごすのかが重要であ
る，という意味のようです。
大学保健の分野は，大学生，そして彼らをとりまく教職員がいる限り，永遠のものです。したがって，
Not 4 years, but 40 years, AND FOR NEXT 40 years!

といったところでしょうか。

今後の大学保健分野の発展を祈念して，私の巻頭言とさせていただきます。


